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日本原生生物学会 会長就任のご挨拶       園部 誠司（兵庫県立大学） 

この度会長に選出されました園部です．よろしくお

願い致します．私は学位をアメーバ運動の研究で取り

ましたが，その後植物の細胞骨格の研究を行っており

ました．その間，何人かの学生がアメーバの研究を行

いましたが，私自身は十数年前に本格的に原生生物の

分野に戻ってきました．この学会では原生生物一途の

研究者がほとんどで，私のような出戻りが会長をやっ

てもいいのかという危惧もありますが，学会員の皆様

に原生生物研究を楽しんでいただける場としての学会

を盛り上げていきたいと思っています． 

地球上に初めて真核生物が出現して以来，単細胞の

個体（原生生物には多細胞生物も含まれますが）であ

り続け，そのために多くの努力をして生き続けてきた

頑固な生き物です．それゆえに興味深い体制，行動，

生態を持っており，研究対象としての興味は尽きませ

ん．また，原生生物研究はどちらかというとニッチな

学問分野と受け取られがちですが，原生生物は地球上

に多数生息し，地球の生態系の維持に不可欠な役割を

果たしています．したがってその仕組みを明らかにす

ることは，今はやりの SDGs に欠かせないものです． 

さて，ここで研究を取り巻く状況について考えてみ

たいと思います．先日，日本分類学会連合の総会に出

席しました．私はこの会には全く関与してこなかった

のですが，そこで取りあげられていたことの一つに，

日本の研究力の低下，というものがありました．特に

発表された論文の中での日本の研究者の寄与の割合の

低下と博士課程進学者の減少が取り上げられていまし

た．前者においては論文作成に当たって日本の研究者

が少しお手伝いをした，という状況が増えているので

はないかとの分析がありました．日本発信のアイデア

が減少しているのでしょうか．学問の進歩という意味

ではどの国が主導しようと構わないという考え方もあ

ると思いますが，歴史的に見ると日本独特の，特異な

アイデア・手法が大きな貢献をしてきたところも大き

く，オリジナリティーのある研究を進めていかなけれ

ばならないと思います．そのためには若い研究者に頑

張ってもらわなければならないわけですが，先に述べ

たように博士課程進学者が減少しているという問題が

あります．この問題の最大の要因は博士課程後の進路

が確保されていないということだと思いますが，これ

は国家的な対策が必要なことではあります．しかし，

学会としても何ができるのかも考えていかなければな

らないと思います．もう一つの要因は，教育でしょう

か．今では小学校から英語，プログラミングの教科が

あります．また，経済に関することも取りあげられて

いるようで，投資について学んでいる小学生もいるよ

うです．これらは日々の生活に直結した学習なので

しょう．しかし，現実社会に直結した教育に偏るのも

問題だろうと思います．一方で，理科教育はどうなっ

ているのでしょうか．新たな教科が増えた分，実験観

察の時間は減っているようです．最近ではパソコン上

で実験もできるようですが，それでは本当の理科の楽

しさは味わえないですね．生物に関していえば，見

て，触って，いたずらしてなどを通して味わえるもの

ではないかと思います．大人の見方にも問題がありま

す．私は毎年地域の小中学校に出前実験に行っている

のですが，私が自身の研究の話をすると，先生からし

ばしば聞かれるのは「その研究は何の役に立つのです

か？」というものです．「アメーバ運動のしくみが明

らかになると，癌の転移のしくみが明らかになり，転

移を防ぐことができるようになります，というのは表

向きで，知りたいからやっています．」というのがい

つもの答えです．研究は人の役に立つものだ，という

人がほとんどだろうと思いますが，せめて理学部に来

た学生にはそのような考えを持ってほしくないと思っ

ています．閑話休題．博士課程進学者を増やすのは容

易ではありませんが，少なくともその予備軍，すなわ

ち子供たちの教育の場に少しでも理科を滑り込ませる

ことでより多くの理系子供をつくることは重要だと思

います． 

さて，こうした観点から学会では生物分譲サービス

というものを行っています．これは主として学会員の

数名が自分が維持している生物を依頼者（主として学

校関係者）に分譲するものです．詳しいことはまた場

を変えて皆様にご説明したいと思いますが，毎年 300 

件ほどの依頼があり，多くの教育現場で役立っていま

す．今後この事業を継続的に行っていくためにはいく

つかの問題がありますが，学会員の皆様のご協力を仰

いで進めていきたいと考えています．先に述べた出前

実験ですが，これは顕微鏡（位相差！）とアメーバを

持って行ってアメーバがエサを食べるところを見ても

新会長近影 
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らうものです．子供たちはまず，位相差顕微鏡の見え

方に驚き，次いでアメーバがエサを食べる様子に驚い

ています．大学生と違って素直に驚いてくれるのでや

りがいがあります．このような体験は子供にとって重

要だと思います．これがどのくらい博士課程進学者を

増やすことになるかは？？？ですが．学会員の皆様に

もぜひこのような機会を設けていただきたいと思って

います．岩国市のミクロ生物館ではこうした子供たち

への教育を活発に行っておられます．こちらへも皆様

のご協力をお願いいたします．本学会は若手の活動も

活発です．若手の会員の皆様にも，このような取り組

みにぜひ積極的に関わっていただければと思います． 

最後になりましたが，日本原生生物学会を盛り上げ

るために，日本の研究力を高めるために，学会員の皆

様のご意見をいただきたいと思っています．ご遠慮な

く私に直接（sonobe@sci.u-hyogo.ac.jp），あるいは事務

局や評議員の先生方にご連絡いただけたら幸いです． 

 

mailto:sonobe@sci.u-hyogo.ac.jp
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   The 4th Asian Congress of Protistology  (ACOP-IV) 開催報告 
ACOP-IV 大会長 春本 晃江（奈良女子大学） 
ACOP-IV 実行委員長 洲崎 敏伸（神戸大学） 

第4回アジア原生生物学会議（The 4th Asian Congress 

of Protistology: ACOP-IV）が 2021 年 11 月 18日（木）

から 21 日（日）にオンラインで開催された．25 の国と

地域から 234 名の登録があり，これまでのACOP の大会

参加者数を大きく上回った．大会は，3 つの基調講演

（Plenary lectures），6 つのシンポジウム，BPA (Best 

Presentation Award for young researchers) セッション，2 

つのポスターセッション，Young protistologists’ associa-

tion，Business meeting，General assembly から成り，ポ

スターセッションは SpatialChat，それ以外は Zoom を用

いて行われた．いずれのセッションにも多くのアクセ

スがあり，活発な議論が繰り広げられ盛況であった．

図 1 にタイムテーブルを，図 2 に参加者の国別内訳を

示す． 

 

開催までの経緯 

前 回 の ACOP は 2018 年 に 中 国 の 中 山 大 学

（Guangzhou：広州市）で開催された（大会長：Weibo 

Song，Zhao-Rong Lun 両氏）．日本の原生生物学会が主

催となって今回の ACOP-IV を開催することになった経

緯は，原生生物第 3 巻第 2 号 2 頁（2020）に詳しく説

明させていただいた．評議員会での合意も得られ，準

備期間は短かったが，前年度オンラインで行った日韓

合同会議のノウハウを活かして準備にあたった．ま

た，今年の年大会は，ACOP 直後（11 月 21 日― 11 月 

22 日）にオンラインで開催することとなった． 

開催が決まると直ちに ACOP International Organizing 

Committee を組織し，Preparatory Meeting を計5 回（3 月 

11 日，4 月 16 日，8 月 15 日，9 月 8 日，11 月 12 日）

オンラインで開催した．今回の特徴としては，この委

員として，日本，韓国，中国だけでなく，イタリア，

ロシア，ウクライナからも委員を出していただけたこ

とである．このためにアジア圏以外の参加者が増え，

国際色豊かな大会となった．また，国内の ACOP 準備

委員会（後に「iACOP-IV 実行委員会」と名称変更）を

適宜オンラインで開催し，国際の Preparatory Meeting と

のすり合わせを行った．実務的な作業を進めるため

に，組織委員会を作り，多くの作業をお引き受けいた

だいた．特に，BPA の一次選考においては，選考委員

会は園部誠司委員長の下で，各候補者から提出された

資料を基に選考をしていただいた．また，プログラム

編集委員会は福田康弘委員長の下で，迅速に大会プロ

図 １. The 4th Asian Congress of Protistology Timetable 
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グラムと要旨集の編集作業を進めていただいた．その

他，保科亮委員（ホームページ），有川幹彦委員長

（ポスターセッション），西上幸範委員長（若手企画

委員会）にもお世話になった．主に若手から中堅の

方々に重要な役割を担っていただいたが，これらの

方々のご協力なしには ACOP-IV の成功はなかったであ

ろう． 

口頭発表や会議は Zoom で行うこととした．これに

関しては，ISOP（International Society of Protistologists）

より 500 名までの Zoom ライセンスを1週間使用する許

可をいただき，経済的にはたいへん助かった．ISOP に

厚く御礼を申し上げたい．ポスター発表をどのような

ソフトの下で行うかについては，当初 LINC Biz と Spa-

tialChat の両方を使う予定であったが，SpatialChat の機

能が前年よりはるかに良くなってきており，この 1 つ

のソフトで必要な操作はすべて可能であることから，

SpatialChat 1 つに絞った．ただしこのソフトを初めて使

用する方が多いと予想されることから，使い方を説明

したビデオを YouTube で参加登録者に公開し，更に大

会に先立って，2 回リハーサルの時間を設けた． 

 苦労した点としては，参加登録は Google Forms を用

いて行うように設定していたが，中国では Google にア

クセスできにくいことがわかり，急遽，中国からの参

加申し込みをメールで受けることになった．また，前

年，韓国とは日韓合同会議を行っていたため，大会運

営の話合いがスムーズに進んだが，中国とのやりとり

は難しい面もあった．あらためて国際学会の運営の難

しさを感じることも多かったが，関係者の協力の下，

無事に大会準備を終えることができた． 
 

大会を振り返って 

基調講演（Plenary lectures）は，中国・日本・韓国で 

1 つずつを担当し，以下の題目と演者で行われた． 

1. De-Hua Lai，Zhao-Rong Lun  
New characteristics of kinetoplast (mitochondrial) genome 
and new cytoskeleton protein for its maintenance in Trypano-
soma.  

Yuan Li，Geoffrey Kapler，Yifan Liu，Shan Gao  
The cell cycle-dependent oscillation of histone methyltrans-
ferase TXR1 is implicated in regulating replication-
transcription conflicts.  
 
2. Hiroshi Hosoya 
Studies of symbiotic association between green paramecia 
and their symbiotic algae using feedless culture strain of Par-
amecium bursaria. 
 

3. Shahed UA Shazib，Peter Vdacny，Mann Kyoon Shin 
Molecular phylogeny and species delimitation of heterotrich 

ciliate (Alveolata，Ciliohora，Heterotrichea) 

図 2. 参加者の国別内訳 
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細谷浩史氏の講演は，今年度の日本原生生物学会賞の

受賞者講演を兼ねており，日本の年大会の参加者も参

加できるようにしたことから，多くのアクセスがあっ

た．Mann Kyoon Shin 氏の講演では，長年にわたる中国

の Weibo Song 氏との研究交流の歴史が感動的に語られ

た．国を超えた友情をはぐくんで来られた氏の熱い思

いが伝わってきて，コロナ禍の中で，改めて研究交流

の大切さを思った． 

 シンポジウムは，日本・中国・韓国から 1 つずつ

と，HP で募集をして申請のあった 3 つを含めた合計 6 

つのシンポジウムが行われた．題目とオーガナイザー

は以下の表 1 の通りである．参加国が多様であったこ

ともあり，研究発表も分子レベルから生態・進化まで

多様であった． 

BPA は，対象者は 40 歳未満（1981 年 9 月 1 日以降

に生まれた者）としており，大会の講演要旨と各自の

研究のアピール文（300 ワード以内）の提出を求めた．

それらの書類を基に，一次選考を日本の選考委員会で

行い，10 名の候補者を選出した．二次選考は，大会当

日の口頭発表を基に，中国・韓国・日本より各 3 名か

ら成る（計 9 名）委員によって行われた．その結果，

中国の Bo Pan 氏とイギリスより参加された梁瀬隆二氏

が BPA に選ばれた．この結果は General Meeting で大会

長より報告された．Bo Pan 氏の発表題目は，「New 
insights into N6-adenine DNA methylation in the unicellular 

eukaryote Paramecium」，梁瀬隆二氏の発表題目は

「Attachment plaque development in the haptomonad form 

of Leishmania」で，いずれも今後の研究の発展が期待さ

れる．なお，受賞者にはポータブル顕微鏡が贈られ，

参加者全員には参加賞として放散虫 Lychnocanoma mag-

nacornuta をかたどった銀のストラップが贈られた（後

日，郵送）． 

 2 つのポスターセッションでは，合計 26 題のポス

ター発表があった（内訳：Cell Biology，Genomics，and 

Molecular biology 9 題，Ecology，Environmental microbi-

ology，and Epidemiology 7 題，Evolution and phylogeny，

and Taxonomy 10 題）．1 つの会場のポスター数も数題

に限られていて見やすく，時間も十分に確保されてお

り，あちこちで英語，韓国語，中国語，日本語が飛び

交い，有意義なディスカッションができたようだ．

SpatialChat では，適宜ポスターを拡大して見ることもで

き，オンサイトのポスター発表よりも見やすいという

声も聞かれた． 

今回は，SpatialChat による談話室も設置されてお

り，いつでも何人でもそこに行って話をすることもで

きた．国際委員としては次期の日韓合同会議について

韓国側の意見を聞きたく，この場を利用して打ち合わ

せをさせていただいた． 

Business meeting では，ACOP International Organizing 

Committee のメンバーと数名の参加者が集まり，今回の

ACOP の報告と次回の ACOP の開始時期・主催者・開

催形態について話し合われた．冒頭に，Cristina Miceli 

氏（イタリア原生生物学会評議員）より，ACOP の盛会

を祝し，今後は ECOP とも連携していければ，という

発言があった．次回の ACOP の開催については種々の

意見があり，運営にも参加にも経済的な負担の少ない

オンライン開催をメインにしてはどうかという意見

や，やはり研究交流には対面での交流がかかせないと

いう意見があり，開催時期は 2023 – 2025 の間のいずれ

かの年にという意見が多かったが，結局，次回の ACOP 

については継続審議となった． 

General assembly では，大会長より，今回の ACOP-IV 

の報告と今後の展望が語られ，BPA の受賞者の発表が

あった．General assembly のあと，参加者の集合写真を

撮影した（図 3）． 

今大会は，ACOP としては初めてのオンライン開催

であったが，オンラインだからこそ，アジアに限ら

ず，世界中から多くの参加者があったとも言える．た

だし，時差のため，ヨーロッパの発表者が多いシンポ

ジウムの開催時間を夕方以降に回すなどの調整は必要

となった．シンポジウムでの発表中に接続が切れ，演

者を交代するなどのハプニングはあったが，大きなト

ラブルもなく，おおむね順調に運営されていたと思

う．一方で，オンラインの国際学会では，当然のこと

ではあるが，時差の問題や，個々のネット環境に全面

的に依存していることによる脆弱さ，参加する場所に

よっては職場や家族の理解が不可欠であること等が浮

き彫りとなった．コロナ禍で多くの国際学会が中止や

延期となっているこの時期に，オンラインで ACOP を

開催した意義は大きい．今回の大会が 1 つの経験とな

  Title Organizers 

Symposium 1 
Bringing the micro-world to everyday life using mobile mi-

croscopy 

Masashi M Hayakawa 

Kuniaki Nagayama 

Symposium 2 Molecular and cellular biology of ciliated protozoa 
Shan Gao 

De-Hua Lai 

Symposium 3 Biology of heterotrophic and parasitic protists 
Denis Tikhonenkov 

Kevin Wakeman 

Symposium 4 Protists as model organisms to face environmental problems 
Cristina Miceli 

Wei Miao 

Symposium 5 
Molecular basis for interactions between protists and other 

organisms 

Toshinobu Suzaki 

Federico Buonanno 

Symposium 6 Ecology and evolution of dinoflagellates in the genomics era 
Hwan Su Yoon 

Cheong Xin Chan 

表 1. シンポジウムの題目とオーガナイザー 
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り，今後の ACOP の開催形態の幅が広がるのではない

だろうか． 
 

今後の ACOP について 

大会の Business meeting で，ACOP 会長の Zhao-Rong 

Lun 氏によると，大会長を務めたものが次期のACOP の

会長になることが踏襲されてきたとのことで，ACOP-

IV 大会後の ACOP 会長は春本晃江会員が務めることと

なった．また，Secretary は洲崎敏伸会員が務め，この 2 

名を中心として，International advisory board のメンバー

（今回の ACOP International Organizing Committeeの委員

と Business meeting の出席者等）と共に，次期の ACOP 

の開催時期，場所，開催形態等について協議を進める

こととなった．コロナ禍が過ぎ去っても，今後はオン

ラインでの大会が選択肢の1つになるであろうことか

ら，今回の経験を今後に活かしていきたい．今後 ACOP 

の果たす役割は大きく，次期 ACOP の開催についてだ

けでなく，ECOP や ICOP との連携も視野に入れ，今後

の在り方についても検討していきたいと考えている． 
 

おわりに 

最後に，この大会を開催するにあたり，シンポジウ

ムのオーガナイザーや口頭発表の座長を務めてくだ

さった方々をはじめ，参加してくださったみなさまに

厚く御礼を申し上げたい．とりわけ貴重な時間を割い

て運営にあたってくださった ACOP International Organ-

izing Committee，iACOP-IV 国内実行委員会，組織委員

会の委員の方々には，以下にお名前を挙げて心より感

謝を申し上げたい． 
 

ACOP International Organizing Committee 

Zhao-Rong Lun (President of ACOP，China)，Terue 

Harumoto (Convener，Committee Chairperson，Japan)，

Toshinobu Suzaki (Congress Director，Japan)，Mikihiko 

Arikawa (Treasurer，Japan) 

Federico Buonanno (Italy)，Yao-Yu Feng (China)，Shan 

Gao (China)，Liudmyla Gaponova (Ukraine)，YoungOk 

Kim (South Korea)，JunMo Lee (China)，Wei Miao 

(China)，Kisaburo Nagamune (Japan)，Jong Soo Park 

(South Korea)，Mann Kyoon Shin (South Korea)，Denis 

Tikhonenkov (Russia)，Jian-Fan Wen (China)，Hwan Su 
Yoon (South Korea) 
 

iACOP-IV 国内実行委員会 

春本晃江（ACOP 大会長・JSP 会長・JSP 国際委員），

洲崎敏伸（ACOP 組織委員会委員長・JSP 国際委員・

JSP 庶務），永宗喜三郎（JSP 国際委員），有川幹彦

（ポスターセッション委員長・JSP 会計），杉浦真由美

（JSP 庶務補佐），福田康弘（プログラム委員長），保

科亮（ホームページ委員），西上幸範（若手企画委員

長），園部誠司（BPA 選考委員長） 
 

iACOP-IV 組織委員会 (ACOP Local Organizing Commit-
tee)  

春本晃江（大会長） 

洲崎敏伸（組織委員会委員長） 
 

プログラム編集委員会：福田康弘（委員長） 

児玉有紀，島野智之，石田秀樹，廣野雅文，杉浦真由

美，永宗喜三郎，小林富美惠，入子英幸，矢吹彬憲，

保科亮，本多大輔，北出理 
 

ポスターセッション委員：有川幹彦（委員長） 

保科亮，洲崎敏伸 

若手企画委員会：西上幸範（委員長） 

松原立真，柴田あいか，矢﨑裕規，越後谷駿 
 

BPA 選考委員会：園部誠司（委員長） 

西上幸範，永宗喜三郎，島野智之 
 

ホームページ委員（集合写真係）：保科亮 

図 3. Group Photo 
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   第 54 回日本原生生物学会大会開催報告 

大会長 有川 幹彦（高知大学） 

2021 年 1 月，第 4 回アジア原生生物学会議（The 4th 

Asian Congress of Protistology，ACOP-IV ）が日本をホス

ト国として，オンラインで開催されることが決定しま

した．これを受けて，学会事務局では，2021年の大会

の開催を見送るかどうかの議論がなされました．しか

しながら，本学会は昭和 42 年から現在に至るまで毎年

大会を開催しており，その歴史を途切れさせたくない

という強い思いから，評議員会での議を経て，2021 年

も大会を開催することに決まりました．2020 年に開催

された第 53 回大会は，JSP/KSOP Joint Meeting 2020

（Kobe2020）として韓国との合同開催であり，公用語

が英語であったため，若手学会員や学生会員の皆様に

とっては発表のハードルが高かったかもしれません．

2021 年に大会を開催することで，前年に発表を見送っ

た方々に対して，研究成果発表の場と研究実績を積み

上げる場を提供できることも，開催に踏み切った理由

の一つです．ACOP-IV が 2021 年 11 月19 日（金）～ 21 

日（日）の日程で開催されることが決まったため，そ

れに引き続き，11 月 21 日（日）～ 22 日（月）の日程

で第 54 回日本原生生物学会大会をオンラインで開催す

ることが決まりました． 

大会日程が決まって以降，早速，第 54 回日本原生生

物学会大会実行委員会を組織し，学会事務局や ACOP-

IV 実行委員会（国内委員会）と Zoom による打ち合わ

せを何度も重ね，擦り合わせを行いました．大会実行

委員会の皆様には様々な形でご協力をいただきまし

た．心より感謝の意を表しまして，末尾にお名前を列

挙させていただきます．どうもありがとうございまし

た．大会ホームページを作成し，定期的に情報を更新

していきました．発表・参加申込の方法や Zoom・

SpatialChat の使用法なども掲載しましたが，掲載時期が

遅い，説明が分かりにくいなど，情報提供において不

親切，不十分な点がありました．改めてお詫び申し上

げます． 

大会には 19 題の演題登録がありました．ベストプレ

ゼンテーション賞（BPA）対象演題が 13 題あり，その

うち 4 題はポスター形式による発表も行ってください

ましたので，ポスター発表は計 8 題ありました．これ

に学会賞受賞者講演（ACOP-IVとの共同企画），奨励

賞受賞者講演，口頭発表 2 題，さらには ACOP-IV の 

BPA 候補者による特別講演 4 題を加え，計 29 題もの演

題が発表されました．そして 78 名もの会員の皆様に参

加登録をしていただきました．企画・準備段階から大

会終了まで継続してご支援いただいた学会事務局や大

会実行委員会だけでなく，素晴らしい研究成果をご提

供いただいた発表者の皆様，大会のスムーズな進行に

ご尽力いただいた座長の皆様，そして発表に対して熱

心に耳を傾け，熱い議論を展開してくださった全ての

参加者の皆様のご協力により，第 54 回日本原生生物学

会大会を盛会裏に終えることができました．この場を

お借りしまして，大会長より関わった全ての方々に対

しまして，心より御礼申し上げます．どうもありがと

うございました（図 1）．例年の大会と比べますと，活

性化委員会や若手の会の主催による企画，公開シンポ

ジウム等の企画がなかったことは寂しく思います．ま

た，オンライン開催であったため，若手の会・評議員

会合同懇親会や大会懇親会を実施できなかったこと

は，仕方のないこととは言えとても残念に思います．

ACOP-IV に引き続いての開催となったことで，大会の

規模を縮小せざるを得ない部分はありました．しかし

ながら，蓋を開けてみれば，BPA，口頭発表，ポス

ター発表，そして特別講演と，例年通りのセッション

を企画・実施することができ，さらには個々のセッ

ションでは予定時刻を過ぎるほどに白熱した議論が展

開されていました．規模は小さくとも決して例年に劣

らないほど盛り上がった大会だったのではないかと思

います． 

総会では，2021 年度の日本原生生物学会賞が細谷浩

史会員（神奈川大学）へ，日本原生生物学会奨励賞が

久冨理会員（山梨大学）へ授与されることが報告され

ました．細谷会員には，ACOP-IV との共同企画とし

て，基調講演 2「Studies of symbiotic association between 
green paramecia and their symbiotic algae using feedless cul-

ture strain of Paramecium bursaria」と題し，学会賞受賞

者講演を行っていただきました．また久冨会員には，

特別講演 2「原生生物の行動変化に関わる繊毛運動の制

御機構の研究」と題し，奨励賞受賞者講演を行ってい

ただきました．BPA には，13 題の候補演題の中から，

十亀陽一郎会員（福島工業高等専門学校）の「Colpoda 

cucullus 休眠シストの塩耐性：シストは海を渡るだろう

か？」，前多毬花会員（奈良女子大学）の「繊毛虫ブ

レファリズマにおける相補的な接合型細胞が分泌する

ガモンがジャイアント形成に及ぼす影響」，そして三

図 1. モニター越しの大会長挨拶 
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浦翔太会員（室蘭工業大学）の「変形菌に寄生する祖

先的菌類の新しい宿主の報告」の 3 題が選ばれまし

た．受賞者の皆様，おめでとうございました．大会を

通じて皆様のご発表を聞いて思うのは，素晴らしい研

究成果だけでなく，スライドデザインやアニメーショ

ン，そして分かりやすい説明など，細部に至るまで考

え尽くされた発表が多いということです．年々，研究

発表の質が高くなっていることを実感しております．

素晴らしい研究成果というのは，それぞれの専門分野

における最先端の未知の事実を発見することかと思い

ますが，素晴らしい研究発表というのは，その発見し

た事実を全ての聴衆が理解できるように説明できてい

るものかと思います．研究成果を理解してもらうため

に，どのような発表方法の工夫がなされているか，そ

のような視点で発表を聞くのも学会の一つの楽しみ方

かなと思いました． 

さらに総会では，全学会員の投票により採択された

学会・若手の会のロゴマークがお披露目されました

（図 2 ）．デザインを手掛けたのは久冨理会員（山梨

大学）です．学会ロゴマークは「顕微鏡」，「原生生

物／原生生物学（Protists/Protistology）の頭文字 P」，

「繊毛虫」の 3 つがモチーフとされており，学会の末

長い発展が祈念された配色となっています．一方で，

若手の会ロゴマークは学会ロゴマークをベースに「繊

毛虫」に替わって「太陽虫」が描かれ，若手の会およ

び若手研究者がより一層飛躍していく様子が表現され

ています．今後，長年に渡って，これらのロゴマーク

をあらゆる場面で目にする機会があると思います．そ

の時には，是非，ロゴマークデザインコンセプトを思

い出していただきたいと思います． 

昨今，オンライン学会やオンライン講演会等への参

加機会が増えました．このような学術集会のオンライ

ン開催によるメリット，デメリットに関する議論は

多々ありますが，口頭発表やポスター発表のための

様々なプラットフォームが開発され，対面式学会と比

べて遜色ないほどの高い水準でオンライン学会を実施

することが可能となってきていることは，多くの会員

の皆様も実感されていることと思います．今大会のオ

ンライン開催においては，大会参加費を無料にできた

ことや，大会参加登録者は ACOP-IV の全てのセッショ

ンに自由に参加できるようにしたこと，そして何より

コロナ禍にあって人流に制限がかかる中でも無事に大

会を開催でき，研究発表，情報交換，および学術交流

ができたことが大きなメリットであったと思います

（図 3）．一方で，学会のオンライン開催のデメリット

のひとつに挙げられるのは，開催地に足を運び，その

土地を踏み，風を感じ，文化に触れ，郷土料理を味わ

図 2. 学会・若手の会のロゴマーク 

図 3. 集合写真撮影の様子 
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うといった楽しみ方ができないことです．今大会を高

知大会として現地開催ができていれば，2002 年の第 35 

回大会（松岡達臣大会長）以来，19 年ぶりとなるとこ

ろでしたが，それが叶わなかったことは大会長として

とても残念に思います．それもあって，閉会の挨拶時

に少しお時間をいただき，高知の観光名所や郷土料理

などを紹介いたしました（図 4）．これに対しては，参

加者の方々から，拍手マークを表示していただいた

り，「高知のお酒を飲みたい」とのコメントをいただ

いたりしました．皆様に少しでも高知のことを知って

もらえたことで，将来，大会の高知開催を楽しみにし

ていただけるようになったのではないかと思っていま

す．私も，いつの日か，皆様を高知にお招きできる日

を心から楽しみにしております． 

最後になりますが，次回の第 55 回大会は廣野雅文大

会長のもと，法政大学小金井キャンパス（東京都）に

て対面での開催が予定されています．第 53 回，第 54 

回と，大会のオンライン開催が続きました．次こそは

コロナ禍における幾多の困難を乗り越え，学会員が一

同に会し，素晴らしい研究発表に対して熱い議論を交

わすことができることを強く願っています．そして，

その熱を肌で感じることができることを今からとても

楽しみにしています． 
 

第 54 回日本原生生物学会大会実行委員会 

有川幹彦（大会長）・春本晃江・洲崎敏伸・杉浦真由

美・保科亮・西上幸範  

図 4. 高知紹介スライド 
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  2021 年度 学会賞 受賞者コメント       細谷 浩史（神奈川大学） 

受賞者近影 

ミドリゾウリムシを用いた真核細胞間共生の成立機

構 
 

この度，「ミドリゾウリムシを用いた真核細胞間

共生の成立機構」という題目で名誉ある日本原生生物

学会賞を戴く事ができ，大変光栄に存じております．

入会以来，長年にわたり多くの事を教えて下さった学

会関係者の皆さまに心より感謝申し上げます．私は，

学部・大学院の専門分野は生化学（ウニ卵），最初の

勤務先は病院付属の研究所（哺乳類臓器，ヒト培養細

胞）と，純粋な「原生生物学」とは異なる分野で研究

生活をスタートさせました．学部で所属した研究室は

細胞分裂を制御する微小管の研究を精力的に行なって

おりました．指導教員の酒井彦一先生は細胞骨格繋が

りで渡辺良雄先生や重中義信先生と懇意，毎日ウニ卵

と格闘する研究室の先輩の間で，沼田（治先生），洲

崎（敏伸先生）という御名前が普通に飛び交う環境で

幼少期（?）を過ごしました．大学院では，棘皮動物卵

細胞の細胞分裂を制御するアクチン調節タンパク質の

研究で学位を取得，就職後は米国滞在の機会を頂き，

ヒト培養細胞の取扱いを学びました．その後暫くして

異動した大学では，HeLa 細胞（ヒト子宮頸ガン細胞）

を使用して，分裂時におけるミオシン II の役割解明に

没頭するつもりでした．しかし，所属した研究室に

は，原生生物学分野の泰斗である髙橋忠夫先生（後に

西九州大学），小阪敏和先生が御在籍，私とミドリゾ

ウリムシの運命的な出会い（!）が約束されておりまし

た．暫くたって，ゾウリムシで学位を取得した堀麻希

先生が研究室に参加，堀先生の大活躍で HeLa 細胞の分

子生物学的取扱いが研究室で盤石のものとなりまし

た．ミドリゾウリムシの面白さにすっかり引き込まれ

た私が，堀先生の陰で何をしていたかと言えば，「暗

いとミドリゾウリムシから共生藻が居なくなる」と聞

けばミドリゾウリムシを暗闇でずっと培養（共生藻は

減るが居なくならない…），「光に集まる」と聞けば

ミドリゾウリムシに光を照射（既報通りにはミドリゾ

ウリムシが移動しない…），「定常期では増殖が低

下」と聞けば，ミドリゾウリムシの大量調整は難しい

のでその時だけはテトラヒメナに走り定常期の培地を

大量に作成，そこから増殖抑制活性を精製しプロテ

アーゼ（Tetrain）と同定．高等動物培養細胞では牛の血

清が増殖促進の必須アイテムなので，血清をテトラヒ

メナに作用させたら増殖が促進．増殖促進活性を精製

し た ら，プ ロ テ ア ー ゼ イ ン ヒ ビ タ ー（α2-

Macroglobulin）と同定され，話の繋がりにびっくりし

ました．しかし，この手の増殖制御機構は，高等動物

培養細胞で以前に解明されてしまっている事を次々に

認識……．そういえば，テトラヒメナと血清の結果を

論文に纏め投稿したら，「テトラヒメナが生涯哺乳類

（の血清）に出会う訳がないだろう！」とお叱りのコ

メントを referee から頂戴．ともかく「家畜の血液中に

感染する繊毛虫が居る」という論文を見つけ出しパス

に漕ぎつけた事も昔の思い出です．話をミドリゾウリ

ムシに戻し，ミドリゾウリムシ界は平和，しかも現象

は面白い，しかし実験結果の再現性が足りないな……

と感じ始めた頃，現在の職場に異動，こちらでも多く

の学生や先生方にお世話になりながら研究を進める事

ができました．今回の受賞を励みに，今後も原生生物

学の発展にささやかながら貢献できるよう努めて参り

たいと存じます．関係の皆様に心からお礼を申し上げ

ます． 

（左）ミドリゾウリムシの明視野像 

（右）ミドリゾウリムシ共生体の自家蛍光像 

  (Zool. Sci., 12:807-810, 1995より一部改変)  
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  2021 年度 奨励賞 受賞者コメント         久冨 理（山梨大学）   

受賞者近影 

原生生物の行動反応に関わる繊毛運動の制御機構の研

究  

 この度は名誉ある賞をいただき，大変光栄に思いま

す．ご推薦いただきました西上 幸範先生（北海道大

学）をはじめ，選考委員や評議員の先生方に心より御

礼申し上げます． 

 さかのぼること学部 3 年生の頃，研究室選びに悩ん

でいた私は，「ゾウリムシのひらき」というユニーク

な方法で繊毛運動を解析していた野口 宗憲先生（富山

大学）の研究室を知り，繊毛はもちろん，原生生物の

こともよくわかっていなかったにも関わらず，「ゾウ

リムシのひらき」という言葉の響きと野口先生の人柄

だけで野口研に決めました（「ゾウリムシのひらき」

については本学会誌に寄稿した総説 47:13-27，2014 を

ご参照下さい）．実際にひらきの状態の繊毛運動を目

にした私は，数千本にも及ぶ繊毛が協調して運動する

様子がよほど面白いと思ったのか，はじめの頃は研究

のためというよりも，繊毛運動を見たいがためだけに

ひらき作りに没頭していた気がします（ある意味これ

も研究の一環だったのかも？）． 

 転機となったのは修士 1 年に初めて参加した 2007 年

の本学会（富山大会）での 3 つの出来事です．1 つ目

は，初めて研究発表をして他の先生方と議論するな

ど，学会の雰囲気を初めて感じたこと．2 つ目は，若手

の会を通じて同年代の若手研究者と知り合ったこと

（それから 2 年後に若手の会の役員として運営に携わ

りました）．そして 3 つ目は，堀 学先生（山口大学）

らとともに共同研究を始めたことです．これらの出来

事は研究者を目指すきっかけとなり，その後の私の研

究の世界が大きく広がることになった，非常に重要な

ものだったなと思います． 

 その後は，手（研究手法）を変え，品（生物種）を

変えながらも，一貫して繊毛研究を続けてきました．

現在の繊毛研究はヒトの病気との関係に注目が集まっ

ていますが，繊毛の内部構造や形成・運動機構など，

基盤となる知見の多くは，ゾウリムシ・テトラヒメ

ナ・クラミドモナス・トリパノソーマなどの原生生物

を用いて明らかにされたものです．すなわち原生生物

なくして繊毛研究の発展はなかったと言えますし，今

後の繊毛研究においても原生生物の活躍はまだまだ続

くと思います． 

 最後に，ご指導ご支援頂きました多くの先生方，な

らびに学会員の皆様に心より感謝申し上げます．この

感謝の気持ちを忘れず，これからの研究に励むととも

に，原生生物研究や日本原生生物学会にも貢献してい

きたいと思います．今後ともどうぞよろしくお願い申

し上げます． 

ゾウリムシのひらき調製用のキャピラリー付

こまごめピペット  
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  2021 年度 BPA 受賞者コメント 

Colpoda cucullus 休眠シストの塩耐性：シストは海を

渡るだろうか？ 

十亀 陽一郎（福島工業高等専門学校） 
  

 私は，2016 年末に福島高専に赴任し，2018 年頃から

本格的に研究活動を再開しました．当時は，ゼロから

の再スタートで不安だらけの状況でしたが，研究室の

仲間に支えられ，共同研究者の皆様をはじめ多くの

方々に助けて頂き，なんとか再スタートをきることが

できました．その矢先，今回はこのような「ベストプ

レゼンテーション賞」を受賞することができ，とても

嬉しく，光栄に思っています．ありがとうございまし

た． 

 今回の発表では，Colpoda 休眠シストの塩耐性を切り

口に，シストの塩耐性獲得のしくみや淡水性単細胞生

物における海洋分散の可能性について議論しました．

単細胞生物は，たった 1 つの細胞を巧妙に進化させ，

地球史上の苛烈な環境変化をしぶとく生き抜いてきま

した．私も単細胞生物を見習い，これからもしぶとく

研究を続けていきたいと思います．今後ともよろしく

お願いいたします． 

繊毛虫ブレファリズマにおける相補的な接合型細胞が

分泌するガモンがジャイアント形成に及ぼす影響 

前多 毬花（奈良女子大学大学院） 
 

 この度はこのような素晴らしい賞をいただき，大変

光栄に存じます．今回発表いたしました研究テーマ

は，ブレファリズマの貧栄養条件下で見られる現象間

に関連性があるのかということに着目しています．接

合対形成と共食いによるジャイアント形成を同時に観

察したことは今までなかったので，相補的なガモンの

作用によってジャイアント形成が抑制されるという結

果が出たことに，私自身興味深く感じました．接合が

優先的に起こるかもしれないということが，ブレファ

リズマの生存戦略として何か意味があるのか考えたい

と思います． 

 今年度は大会が無事に開催され，皆様に研究発表を

聞いていただけて良かったです．オンラインというイ

レギュラーな形式での開催にご尽力された皆様に感謝

申し上げます．また，貴重なご意見やご質問をいただ

きまして，誠にありがとうございました．今回の交流

を生かしてより一層研究に邁進できればと存じます． 

 

高専での恩師 田中利彦教授（右）とともに 

受賞者近影 
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変形菌に寄生する祖先的菌類の新しい宿主の報告 

三浦翔太（室蘭工業大学） 
 

この度は，私たちの研究成果と発表を高く評価してい

ただき，素晴らしい賞をいただいたこと大変光栄に思

います．当研究室では私を含めて日本原生生物学会で

発表したのはわずか 2 人ですが，今回の大会を経て，

後輩たちに良い流れを作ることができたのではないか

と思っています． 

今回評価していただいた研究では，Amoebozoa に属す

る変形菌に寄生する祖先的菌類の新しい宿主を発見し

ました．この研究は 2009 年から始まり，研究室の先輩

方や指導教員である矢島先生の研究成果を積み重ね，

私の代で祖先的菌類の解明にまた一歩近づくことがで

きました．今後も本菌ならびに変形菌との関係性の解

明を目指し調査を進め，その成果をまた次の方へと繋

げていきたいと思います．最後になりますが，BPA 賞

をいただいたことを大変嬉しく思い，ご指導ご助言を

いただいた先生と研究室の皆様，そして大会関係者の

皆様に感謝の意をお伝えします．この度は誠にありが

とうございました． 受賞者近影 
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寄生性原生生物トリパノソーマおよびトキソプラズマの分子生

物学的研究 

～一研究者の研究生活の記録と若手研究者へのメッセージ～ 
 

永宗 喜三郎 

 
Kisaburo Nagamune 

 

国立感染症研究所 動物寄生部 〒162-0052 東京都新宿区戸山 1-23-1 

筑波大学生命環境学系 〒305-8577 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

 

要旨 

 私の原生生物学研究は Trypanosoma brucei を用いた glycosylphosphatidylinositol (GPI) アンカー生合成機構に

関する研究と，Toxoplasma gondii における宿主細胞内侵入・増殖機序の解明に関する研究に大別できる．本総

説ではそれらの分野の基礎となる分子細胞生物学的基盤について概観するとともに，それらの研究分野におけ

る著者の貢献について解説する．また同時に「ポストドクター等 1 万人支援計画」世代の先駆けのひとりとし

ての自分の経験についても回顧したい．  

 

キーワード：  

植物ホルモン，糖脂質生合成経路，リアノジン受容体，Trypanosoma brucei，Toxoplasma gondii 

Tel: 03-585-1111 

E-mail: nagamune@niid.go.jp  
Received: 30 Dec 2021; Accepted: 8 Feb 2022. 

はじめに 

まず始めにこの度，原生生物学会賞をいただいたこと

に感謝を申し上げたい．受賞の記念に総説を書けとい

うご指名をいただいたが，ただ無味乾燥な総説を書い

ても今さら若い皆さんの参考になるようなことも少な

いかと思ったので，矢吹彬憲編集長と相談の上，自分

の研究人生を振り返り，その当時若き研究者，永宗喜

三郎は何を考えていたか，そしてどう考えて人生の岐

路を選択したのかを含めて自分の研究を振り返ってみ

ることとする．別に参考にしていただくような模範的

な研究生活を過ごしてきたわけではないが，若い研究

者の進路を選択する上での一助となれば幸いである．

電気泳動や酵素反応の待ち時間にコーヒーでも飲みな

がら，気楽に読んでいただきたい． 
 

はじめの一歩からトリパノソーマ研究へ 

私の研究活動は，多くの人と同じく卒業研究から始

まった．といっても，多くの人と異なり，生意気で自

意識過剰であった私は指導教官と気が合わず，隣の研

究室の助教授（当時の職階，以下同じ）の先生と酒を

飲むだけの日々を過ごした．そしてその助教授の先生

との会話の中で私は「分子生物学」と出会った．分子

生物学とは，言うまでもないが，「分子と分子（主に

タンパク質同士）の相互作用によってすべての生命現

象を記述しようとする」学問であり，この分子生物学

的な考え方は, （1）全く異なる場所で見られるよく似

た生命現象には実はよく似た分子間相互作用が認めら

れる, （2）分子間相互作用は生物種を超えて共通であ

る. つまり，ある生物で認められた分子間相互作用は別

の種のよく似た生命現象にも存在する,という方向へと

発展していた．そしてこの「哲学」は，高校生物から

獣医学へと学びを深めていってもなお，生物学とはい

かに多くの生命現象についての知識を持っているかで

あるという博物学的生物学観を持っていた私にとっ

て，非常にセンセーショナルなものであった．助教授

の先生がボツリヌス菌の産生する毒素のひとつについ

ての研究をしていたことから，彼のすすめに応じて，

私は大阪大学微生物病研究所，細菌血清学部門の博士

課程大学院生となり，コレラ菌や腸炎ビブリオの産生

する細胞溶解毒素についての研究を始めた．コレラ菌

の細胞溶解毒素は，いわゆるシグナルペプチドと毒素

本体，そしてその間に挟まれたプロ領域の 3 つの領域

からなる．プロ領域を含んだ状態の毒素は活性が低

総 説 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
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く，種々のプロテアーゼによりプロ領域は切断され成

熟毒素となる（Nagamune et al., 1996）．私は，この細

胞溶解毒素のプロ領域が分子シャペロンの一種である 

HSP90 と相同性を有し，実際にプロ領域が毒素の立体

構造の構築において「分子内シャペロン」として機能

していることを明らかにできた（Nagamune et al., 

1997)． 

大学院時代の研究はまさしく私にとって「分子生物

学」であり，個人的には面白く実験を進めることがで

きたが，どうも生物学的要素が足りないようにも感じ

ていた．毒素はあくまでタンパク質であり生き物では

ない．もう少し「生き物」の研究がしたいと思い，学

位取得後の私は同じく微生物病研究所の免疫不全疾患

研究分野でポスドクとしてのキャリアをスタートさせ

ることにした．この研究室のボス，木下タロウ教授

（カタカナでタロウが本名）はもともと補体の研究者

であった．補体はいわゆる自然免疫の一種で，外界か

ら侵入してきた異物を非特異的に破壊する．そして補

体系が自己と非自己の識別に使うのが補体制御因子で

あり，中でも CD59 と DAF（decay-accelerating factor, 

CD55）が有名である．一方で，この補体制御因子の機

能不全として発作性夜間血色素尿症（paroxysmal noctur-

nal hematuria，以下 PNH）とよばれる病気が知られてい

る．この病気は補体に対する耐性を失った造血幹細胞

がクローン性に拡大し，特に赤血球が補体によって破

壊される再生不良性貧血を主徴とする疾患である．な

ぜか夜間に赤血球が破壊され血尿を呈することからこ

の病名がつけられている．さらにこの主要な2種類の補

体制御因子は実は glycosylphosphatidylinositol（GPI）と

いう糖脂質によって細胞膜につなぎ止められているこ

とが知られている．そして木下らのグループは PNH が 

GPI 生合成遺伝子のひとつである PIG-A 遺伝子の後天

的な変異によることを見出したのである（Miyata et al., 

1993; Takeda et al., 1993）．このように重要な機能を持

つGPI であるが，実は GPI の存在と構造は，原生生物

であるブルーストリパノソーマ（Trypanosoma brucei, 以

下トリパノソーマ）において発見，決定されたのであ

る．ト リ パ ノ ソ ー マ は variant surface glycoprotein 

（VSG）とよばれる表面抗原を変異させて宿主の免疫

反応から逃れていることが知られているが，この VSG 

も GPI によって膜にアンカリングされていることが知

られている（Borges et al., 2021）．トリパノソーマにお

いて VSG は全産生タンパクのおよそ 1 割を占めている

ので GPI アンカー型タンパク質の特異的な動態に気づ

きやすく，また構造の決定や生合成経路の同定が行い

やすく，トリパノソーマは GPI 研究のよいモデル生物

であると考えられていた．また，さらに同じ寄生性原

生生物のマラリア原虫も自身の表面を GPI アンカー型

タンパク質で密接に覆っている．一例を挙げるとマラ

リア原虫がヒトに侵入するステージであるスポロゾイ

ト期の原虫表面は circumsporozoite protein（CSP）で密

に覆われており，このタンパク質は最近実用化されつ

つあるマラリアワクチン RTS, S の標的抗原である

（Duffy P. E., 2022）．このように GPI はヒトにおいて

も原生生物においても非常に重要なタンパク質を細胞

膜に繋留している． 

前置きが長くなった．そのころ木下研では特定領域研

究(A)「マラリア制圧の分子論的展開」の公募研究が当

たり，マラリア原虫かトリパノソーマの GPI 生合成遺

伝子を同定する人員を探していたそうだ．そこにちょ

うど学位を取得後に職がなくアルバイトで生計を立て

ていた私がおり，お声がかかったというわけだ．本来

であれば，大学院生時代と同じくコレラ菌の研究でア

メリカに留学する予定であったのだが，実はそちらの

方はグラントの申請が失敗して予算のめどがつかずに

ご破算になっていたのだ．その結果として，希望して

いた「生き物」の研究ができるようになり，今につな

がっているのだから，当に「人間万事塞翁が馬」とい

うやつだと改めて思う．  

ところで私が学位を取ったこの時期は，「ポストドク

ター等 1 万人計画」や「大学院生 10 年間で倍増計画」

といった政策の最初期に当たるわけで，私の前の先輩

達はほぼ全員が出身ラボの助手になるか学術振興会

（通称学振）の特別研究員のポジションをゲットでき

るか，さもなくば職を求めて海外に留学するかのいず

れかしかなかった時代であり，おそらく私は学振では

ない国内ポスドクという経歴を持つほとんど最初の人

間であるのではないかと思っている．こんな自分が見

聞してきた「闘争の記録」をどこかに文章として残し

ておきたいと常日頃思っていたので，今回貴重な機会

を頂けたことに感謝を申し上げたい．ただ私個人は個

別の政策についての是非を意見する立場にはないの

で，そのあたりは学会の飲み会で若い人たちと語り合

うことにしたいと思うに留めておく．いずれにして

も，若い研究者の皆さん，別に私は自分が偉いと言う

つもりは毛頭ないが，学位取得後半年以上フリーター

をしていた私でも研究者人生を全うでき（そうにあ）

るのだから，少しくらい職が決まらなくてもまったく

気にすることはないですよ． 

さて，木下研での研究内容は，既知のヒトや酵母の

GPI 生合成遺伝子のアライメントから相同部分をピック

アップし，そのアミノ酸配列を元に縮重プライマーを

設計し，いわゆる“degenerate PCR 法”によってマラリ

ア原虫かトリパノソーマの遺伝子を増幅させるという

今ではなんてことのないプロジェクトなのであるが，

その当時はかなりの熟練を必要とする職人技であり，

職人としての経験を充分に積ませていただけた．その

後，紆余曲折を経て，無事にトリパノソーマの PIG-B 

オーソログ，TbGPI10 の同定に成功し，さらにその遺伝

子のノックアウトを試みることにより，ヒトの細胞レ

ベルでは必須でない GPI 生合成経路が，血流型トリパ

ノソーマにおいて必須であることを証明できた

（Nagamune et al., 2000）．つまり，GPI 生合成経路は抗

トリパノソーマ薬開発の非常にいい標的になり得るこ

とを世界で初めて示唆できた． 

 ここで改めて，病原体としてのトリパノソーマにつ

いて述べておこう．ヒト・アフリカ・トリパノソーマ

症は，サハラ以南のアフリカ大陸に蔓延している感染

症で，アフリカ睡眠病，アフリカ眠り病などとよばれ
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ている．その名の通り，感染末期に昏睡状態に陥った

患者はまるで眠っているかのように意識を失ったまま

命を落としていくのだ．トリパノソーマはマラリア原

虫などとは異なり，宿主の細胞内に侵入せず血液中で

鞭毛を用いて遊泳したまま活発に 2 分裂で増殖する．

あまりに活発に増殖する結果，詳細な分子メカニズム

はいまだ不明であるものの一部のトリパノソーマは血

液脳関門を超えて脳脊髄液へと侵入し，中枢神経系で

増殖を始めてしまい，その結果，患者は昏睡状態に陥

る．トリパノソーマには 3 つの亜種があり，ガンビア

トリパノソーマ（Trypanosoma brucei gambiense）は，ヒ

トおよび家畜，野生動物に感染し，ヒトへの感染は慢

性の経緯を辿り，およそ数ヶ月〜数年で中枢神経症状

を呈する．サハラ以南のアフリカ西部〜中部に分布す

る．そ れ に 対 し て ロ ー デ シ ア ト リ パ ノ ソ ー マ

（Trypanosoma brucei rhodesiense）はヒトに対して急性

感染を引き起こし，およそ数週間〜数ヶ月で中枢神経

症状へと進行する．分布はアフリカ東部〜南部であ

る．これらに対して（狭義の）ブルーストリパノソー

マ（Trypanosoma brucei brucei）はヒトへの感染は認め

られず，専ら家畜や野生動物にのみ感染する．このヒ

ト感染の可否を決めている因子について多くの研究者

が興味を持ち活発な研究が進められた．結果として，

善玉コレステロールや悪玉コレステロールのうち善玉

の方，high-density lipoprotein (HDL) の構成成分の一種で

あるtrypanosome lytic factor (TLF) が同定された．TLF の

作用に対して耐性を持つガンビアおよびローデシアト

リパノソーマのみがヒトへの感染を成立させることが

できるのである．TLF の分子組成や作用機構，そして

耐性メカニズムなどについて現在ではかなり詳細に明

らかとなっている（Stephens et al., 2012）．これら 3 亜

種はすべてツェツェバエという吸血バエによって媒介

される．また，私がトリパノソーマを研究していた頃

は，アフリカ全土で年間数万〜数十万のヒト・アフリ

カ・トリパノソーマ症が起きているとされていたが，

最近は主にツェツェバエに対する対策が奏功し，年間

数千件の発症に抑えられてきているようである．トリ

パノソーマに対するワクチンは存在せず，また治療薬

も，特に中枢神経症状を発症した後は有効なものがほ

とんど存在せず，投薬による副作用での致死率が 10％

以上にも及ぶようなものであり，安価で安全な抗トリ

パノソーマ薬の開発が望まれている． 

さてここで，ヒト及びいくつかの寄生性原生生物の

GPI の構造（図 1）と，ヒトとトリパノソーマの生合成

経路（図 2）を見てみよう．GPI は生物種を問わず非常

によく保存された構造を取っていることが分かる（図 

1）．また，ヒトとトリパノソーマの生合成経路もよく

保存されている（図 2）．しかし両者の生合成経路間に

は明らかに異なっている点もある．そのうちのひとつ

が，完成した GPI をタンパク質に転移するトランスア

ミ デ ー シ ョ ン の ス テ ッ プ で あ る．GPI は

phosphatidylinositol に糖をひとつずつ付加して合成さ

れ，完成した GPI は，別個に合成されたタンパク質に

翻訳後修飾のような形で転移される．GPI 修飾を受ける

前駆体タンパク質は GPI 付加シグナル配列を C 末端に

持っており，この配列が GPI トランスアミダーゼとよ

ばれる酵素複合体によって切断され，切断点のオメガ

サイトとよばれるアミノ酸が GPI の先端に存在するエ

タノールアミンリン酸に転移される．このオメガサイ

ト周囲のアミノ酸は「小さなアミノ酸」でないといけ

ないことが経験的に知られているのであるが，どうも

トリパノソーマでは比較的大きなアミノ酸も許容され

るらしい（Eisenhaber et al., 1998）．そこで，「熟練の

技術」で同定してきたトリパノソーマの GPI トランス

アミダーゼのコンポーネントのひとつ，TbGPI8 を用い

て免疫沈降を行い，トランスアミダーゼ酵素複合体の

組成を解析し，哺乳動物や酵母のものと比較した．そ

の結果，トリパノソーマの GPI トランスアミダーゼは

哺乳動物や酵母と共通な 3 つのコンポーネント（GPI8, 

GAA1, PIG-T）とトリパノソーマに特異的な 2 つのコン

ポ ー ネ ン ト（trypanosomatid transamidase 1 (TTA1), 

TTA2）からなっていることをあきらかにできた

（Ohishi et al., 2003; Nagamune et al., 2003; Hong et al., 

2006a）．このことから GPI トランスアミダーゼは抗ト

リパノソーマ薬開発のよい標的となり得る可能性を示

唆できた．一方，トリパノソーマ GPI の構造は血流型

とツェツェバエ腸管内型で異なっており，腸管内型の 

GPI はイノシトール部分がアシル化されているが，血流

型のそれはアシル化されていないことが知られている

（図 2）．また哺乳動物の GPI は最終的には脱アシル化

されているが生合成の途上のものはアシル化されてい

る．このように GPI のアシル基の有無は生物種やス

図 1．ヒトおよび寄生性原生生物の GPI アン

カーの構造とその生合成機構 

ヒト，血流型トリパノソーマ，ツェツェバエ腸

管内型トリパノソーマ，熱帯熱マラリア原虫，

トキソプラズマの GPI の構造を示す．+/- は灰色

の部分がある分子もない分子も存在することを

示す． 
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テージによって厳密にコントロールされている．私は

この違いの原因となる GPI 脱アシル化酵素を同定し，

この酵素遺伝子の発現がトリパノソーマの生活環の中

で厳しく調節されており，その発現量を人為的に変化

させることはトリパノソーマにとって致死的であるこ

とを示し，このイノシトールのアシル化酵素も抗トリ

パノソーマ薬開発の良い標的となり得ることを示唆で

きた（Hong et al., 2006b）．また，ツェツェバエ腸管内

型トリパノソーマにおける主要な GPI アンカー型タン

パク質の一つに，シアル酸を含む糖鎖からシアル酸を 

GPI に転移する酵素であるトランスシアリダーゼの存在

が知られている．腸管内型トリパノソーマはシアル酸

を合成することができないので，この酵素による宿主

からのシアル酸転移反応は腸管内型トリパノソーマに

とって唯一のシアル酸供給源となっている．私は腸管

内型トリパノソーマのツェツェバエ中腸内での増殖に 

GPI のシアル酸による修飾が必須であることを見出した

（Nagamune et al., 2004）． 

このようなトリパノソーマを中心とした GPI アンカー

生合成機構や GPI アンカー型タンパク質の機能解析を 8 

年間続けた．その間に自分のポジションは，研究生か

ら生物系特定産業技術研究推進機構派遣研究員，任期

付き助手，任期なし助手と変わっていった．このタイ

ミングで私は留学をするのであるが，どうしてそうい

う行動に出たのか．今にして思うと，やはり昔ながら

の，研究者は留学して一人前，みたいな固定観念は

あったような気がする．また，木下研は助手が順番に

留学していき，抜けたところに後任が入る，みたいな

好循環があった．この循環のお陰で自分も助手になれ

たのだから，次の人に回さなきゃ，みたいな気持ちも

あった．でもたぶん一番強かったのは，外国で暮らし

てみることに対する好奇心のようなものだっただろう

と思う．今のご時世，留学してこそ，のような考えは

時代遅れなのだろうが，やはり研究者たるのも，好奇

心を失ってはいけないような気がするがいかがだろ

う，若者達よ． 
 

そして，トキソプラズマ研究 

さて，留学するにしても何をやろう？ 国際学会など

でそんな話をすると，トリパノソーマ GPI 研究のラボ

からはもういつでも来い，みたいに（当時は）言われ

ていたのだが，実はちょっと乗り気になれなかった．

GPI の研究は面白かったのだが，特定の代謝経路だけで

図 2. ヒト，血流型トリパノソーマ，ツェツェバエ腸管内型トリパノソーマの GPI アンカー生合成経路．血流

型トリパノソーマの生合成経路にはアシル基を持つ中間体とアシル基を持たない中間体の両方が存在するのに

対し，ヒトの経路はマンノースの付加が起こる前にアシル化され，その後トランスアミデーションによるタン

パク質の付与後に初めて脱アシル化される．血流型トリパノソーマとヒトにおいて紫で示した構造はそれぞれ

の生物に特異的な中間体である． 
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はなく，やはりなんだか「生き物全体」を取り扱って

いるという実感が少し乏しいように感じていた．それ

ともう一点，当時の日本の寄生虫学研究は，マラリア

をやらずんば寄生虫学にあらずのような雰囲気があっ

た（と少なくとも私は感じていた）．当時はそれほど

日本でのポジションにこだわりがあったわけではない

のだが，一応，帰国する可能性も考えるとマラリアを

研究していた方が有利なように思えた．ただ，内外問

わずマラリア研究のラボの多くからはあまり「生き物

全体」の匂いがしないし，みんながやっている対象を

研究するのであればマウスや酵母を研究した方がいい

（と当時は思っていた．あくまで個人的見解です．ご

了承下さい）．そういう現状の日本の中で，マラリア

と適度な距離感があり，なおかつ誰もあまり対象とし

ていないもの，ということで目についたのがトキソプ

ラズマであった．今でこそ，獣医寄生虫学を中心にそ

れなりの研究者人口を誇るトキソプラズマ業界である

が，私が留学した 2004 年当時は明らかに日本では「斜

陽」の業界であった（と当時は思っていた．しつこい

ようですが，あくまで個人的見解です）．一方で，世

界に目を転じてみると，トキソプラズマ研究は非常に

特徴的な実績が積み上げられていた． 

ここで，トキソプラズマとその引き起こす感染症，ト

キソプラズマ症について概説しておこう．詳細につい

ては感染研 HP および感染研が刊行している感染症情報

誌を参照していただきたい（https://www.niid.go.jp/niid/

ja/kansennohanashi/3009-toxoplasma-intro.html; 永 宗, 

2022）．実はトキソプラズマは最も成功した寄生虫の

ひとつである．というのも全人類の 1/3 以上がすでにト

キソプラズマに感染しているからである．もちろん国

や地域によって感染率に差があり，例えばブラジルな

どは 80〜90％以上，ドイツやフランスなど欧州諸国も 

50％程度の感染率であるといわれている．日本におい

ては最近は大規模な調査が行われておらず詳細は不明

であるが，大体 5〜10％程度といわれている．通常，感

染の自覚症状はなく，10 人にひとりくらいに風邪様の

症状が出る程度である．したがって自身が感染してい

るかどうかは抗体の有無を検査することによるしかな

い．トキソプラズマ感染が問題となるのは主に 2 つの

ケースである．ひとつは既感染者が将来，ガンや臓器

移植，AIDS などにより免疫不全に陥った場合である．

この場合，感染者の免疫機能によって抑制されていた

トキソプラズマが活発な増殖を再開し，致死的な脳炎

を引き起こす（後天性トキソプラズマ症）．もうひと

つは妊婦が初感染した場合である．その場合，原虫は

妊婦が抗体による免疫能を獲得するまで，体内で活発

に増殖する．そしてその一環として胎盤を超えて胎児

の体内でも増殖し，死産，流産，そして出産できたと

しても水頭症，脈絡膜炎による視力障害，脳内石灰

化，精神運動機能障害などの症状を呈することがある

（先天性トキソプラズマ症）． 

トキソプラズマの終宿主はネコ科の動物，中間宿主は

ヒトを含むほとんどすべての哺乳動物，鳥類である．

したがって，トキソプラズマはネコ科の動物に感染し

たときのみ，腸管内で雌雄に分化し，有性生殖を行

う．有性生殖後の原虫は固い殻をかぶったオーシスト

とよばれる状態で外界に排出される．オーシストは熱

や乾燥などの刺激に耐性を有しており，外界で何年も

安定に保持される．したがってネコの糞便から外界に

出たオーシストは土壌や水などに広く拡散して存在す

るようになる．このオーシストの摂取がヒトへの第 1 

の感染経路である．オーシストは当然のことながらヒ

トのみならず，ほとんどの温血動物やネコ科の動物に

も感染能を有する．ヒトを含む中間宿主がオーシスト

を摂取した場合，原虫はその体内に広く拡散，増殖す

る．先天性トキソプラズマ症はこのタイミングで胎児

に移行する．その後，宿主は抗トキソプラズマ抗体の

産生を開始し，そのために原虫は増殖を停止し，組織

シストという固い殻をかぶった状態となる．組織シス

トは抗体を通過させず，さらに組織シスト内の原虫は

ほとんど増殖を停止しているので抗トキソプラズマ薬

も作用せず，したがって感染動物は原虫を排除するこ

とができず一生感染し続けることとなる．この組織シ

ストを含んだ動物の筋肉や脳を摂食することで原虫は

次の宿主へと移行することが可能となる．トキソプラ

ズマの生活環の大きな特徴として，中間宿主－終宿主

の経路のみならず，中間宿主－中間宿主の感染も成立

することがあげられる．すなわち中間宿主であるヒト

には他の中間宿主である「すべての哺乳動物，鳥類」

からの感染が可能である．これがヒトへの第 2 の感染

経路である．なお，組織シストはオーシストと名前は

似ているが別物であり，外界からの刺激に非常に弱い

ことは強調しておく．組織シストは -12℃ 以下での凍

結， 67℃ 以上への加熱によって死滅する． 

 当時，トキソプラズマ研究には多くの魅力的なテー

マが出そろい，精力的な研究が行われていた．いくつ

か具体例をあげると，（1）トキソプラズマはトリパノ

ソーマとは異なり，宿主細胞内に寄生し，その中で増

殖する．そしてトキソプラズマが感染可能な細胞は基

本的にすべての有核細胞である．つまり，トキソプラ

ズマは基本的に「すべての温血動物のすべての有核細

胞」に感染できる．この驚異的な宿主特異性の低さの

分子生物学的基盤はどこにあるのだろう？ また，

（2）宿主細胞内でトキソプラズマは宿主の遺伝子発現

を変化させ，自分の生存環境を自身にとって都合のい

いように変化させるのであるがそのメカニズムは？ 

さらにこの頃には，（3）トキソプラズマは宿主細胞の

みならず，宿主の行動をも変化させているらしいこと

がわかり始めてきていた．一体どうやって？（4）どう

もトキソプラズマには遺伝型が 3 つしかないようで，

病原性の強弱がその遺伝型の違いで規定できているよ

うだ，などである．そしてそれら諸問題の多くは，原

虫の運動，宿主細胞への侵入とリンクしているように

思えた． 

トキソプラズマやマラリア原虫などアピコンプレクサ

生物にとって，宿主細胞への侵入は自身の生存にとっ

て必須である．アピコンプレクサ生物の宿主細胞への

侵入は，細菌などでよく見られる宿主のエンドサイ

トーシスを借用したものとは異なり，自身の運動を用

いた能動的なものである．そして（当時の理解では少
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なくとも）トキソプラズマにとって運動には，マイク

ロネームとよばれる分泌器官からの付着タンパク質群

の分泌がリンクしており，マイクロネームタンパク質

群は（当時から）何十種類もあると考えられていた

（Lebrun et al., 2020）．さらにトキソプラズマは，宿主

細胞への侵入とは独立して，しかし侵入の際に，別の

分泌器官であるロプトリーから多くのタンパク質を宿

主細胞へと注入し，そしてこれらの注入されたタンパ

ク質群が遺伝子発現の変化を含む宿主細胞の修飾や病

原性の強弱を規定している可能性が議論されていた

（Lebrun et al., 2020）．このようにトキソプラズマの寄

生成立や病原性の規定にとって「原虫の運動」がキー

であるということが，様々な論文を読んでいると想起

できた．そして原虫の運動は，カルシウムイオン濃度

を変化させることによって制御していることが示唆さ

れていた． 

ということで，内外の自分を取り巻く現状を理解し，

数多くの論文を読んだ結果，トキソプラズマの運動と

それを制御している（ように思われる）カルシウムシ

グナリングの研究を志し，2004 年の 5 月にアメリカは

セントルイスにある Washington University の Dr. L. Da-

vid Sibley の元へと留学したのであった．当時カルシウ

ムシグナリングについてわかっていたことは以下の通

りであろう（図 3）．細胞内には Ca2+ をプールしてい

る場所があり，それは一般の細胞においては小胞体や

液胞である．小胞体にはイノシトール 3 リン酸（IP3）

受容体（IP3R）という Ca2+ チャンネルがあり，IP3 の刺

激に応じて Ca2+ を細胞質内へと放出する．よく似た仕

組みとしてリアノジン受容体（RyR）という Ca2+ チャ

ンネルがあり，そちらは cyclic ADP-ribose（cADPR）を

セカンドメッセンジャーとして使っている．細胞質内

へ放出された Ca2+ は sarco/endoplasmic reticulum Ca2+-

ATPase（SERCA）という Ca2+ ポンプによって小胞体へ

と回収される． 

前述したとおり，その頃の私は“degenerate PCR 法”

の職人を自負していたし，トリパノソーマを始めた頃

と比べて多くの生物種の遺伝子データもかなり整備さ

れていた．IP3R や RyR についての遺伝子情報の蓄積も

充分あるように見えた．とりあえず，ボスと相談した

上で，2 つの受容体のトキソプラズマオーソログの同定

を当面のテーマとすることにした．まあこれだけの情

報があれば「存在する遺伝子であれば捕まえられるで

しょ」というくらいの軽い気持ちで始めてみたのであ

るが，IP3R も RyR も・・・全くとれない．「まずい！

なんか大口たたいて日本から来た変なヤツが案の定，

口だけだった」なんて思われては渡米 1 ヶ月にして早

くもお先真っ暗だ．実験家としてはまずこういうとき

は焦らずコントロールを取って条件検討を行う．とり

あえず，契約にはなかった SERCA で試してみる

と・・・できた．続いて遺伝子全領域をクローニング

してみると・・・これもできた．うむ，ライブラリー

の質と研究室の環境，実験者の腕には問題ないよう

だ．ボスとのミーティングは 2 週間に 1 度．確か，2 ヶ

月か 3 ヶ月たった頃，それまでは住環境や研究環境の

セットアップについてのやりとりが主だったボスとの

ミーティングで，つたない英語で思い切って言ってみ

た．「IP3R も RyR も取れません．存在するものであれ

ば私に取れるはずなので，どうも既知のチャンネルと

のホモロジーでは取れないのではないか，いや，大げ

さに言っている訳ではありません．その証拠に SERCA 

であればもう全長が取れています．」そしてその日か

ら，プロジェクトの 2 番目としてトキソプラズマにお

ける SERCA の性状解析が加わったのである．この

SERCAのプロジェクトによって，私はトキソプラズマ

の運動や細胞侵入，Ca2+ に関する様々なアッセイ法を

習得できた（Nagamune et al., 2007a; Nagamune et al., 

2007b）．しかし，ボスとの「IP3R も RyR も取れませ

ん．でも私の技術が悪いんじゃない．なぜなら，これ

なら取れた，あれなら取れた・・・．」というやりと

りはその後も恒例行事のように毎回続いた．そして

ちょうどこの頃，マラリア原虫に続いてトキソプラズ

マのドラフトゲノムデータが取れてきていて，遺伝子

のアノテーションが様々な計算モデルを用いて行われ

ていた．小うるさい日本人はおそらくこのやりとりに

よって，まだ未発表であったトキソプラズマゲノムの

データにアクセスでき，カルシウム関連の遺伝子のア

ノテーションを行った．この貢献により，私はトキソ

プラズマドラフトゲノム完成の論文の著者のひとりに

加えてもらえるはずであったのだが，なんと，このプ

ロジェクトは結局論文化されることはなかったのであ

る．私はこの驚きの顛末を一応プロジェクト参加者の

末端として聞くことができた．ここでそれを文章化す

るのは憚られるので，その辺りは今度学会で会ったと

きの飲み会の席でということで・・・．しかし，原生

生物の世界でマラリア原虫に続いてゲノムが読まれた

のはトキソプラズマであるということだけは，歴史に

埋もれてしまわないようここに記しておきたい．そし

て私個人としてはこの時期のボスとのやりとりの結果

を中心として，マラリア原虫，トキソプラズマ，そし

てそれらに近縁のクリプトスポリジウムの3種類のゲノ

ムから Ca2+ シグナリングに関係する遺伝子の網羅的な

同定，比較という内容で論文化できたのでまあ最低限

よしとしておこう（Nagamune and Sibley, 2006）． 

 コンピュータを用いた遺伝子の同定はどちらかとい

うと夜の仕事にしていた．本当であれば昼間の実験機

器が混み合う時間にドライな解析をしておいて，人が

減ってくる夜間にウエットな実験を入れる方が効率い

いのであるが，私が留学した先のセントルイス市は実

は全米でも有数の治安の悪さを誇っており，実際 2020 

年の統計でも凶悪犯罪発生件数において，デトロイト

に次いで全米ワースト 2 位であったようである（https://

www.fbi.gov/services/cjis/ucr）．大体，私がアメリカに

いた頃から，この種の統計ではセントルイス，デトロ

イト，ボルチモアがいつもワースト 3 を争っているこ

とがほとんどだ．ということで，夜はあまり遅くなら

ないように，例えば銃声が聞こえてきたら（！），手

早くかたづけて帰宅できるようになどと考えると，い

つでも「店じまい」できるドライな解析を夜間にする

方が安全なのである．ちなみに日本人の大学院生やポ

スドクの平均的な労働はアメリカでは超勤勉に相当す
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るので気をつけておいた方がいい．あまりにも働きす

ぎると，アメリカ人の大学院生などが変に勘違いして

教会のバザーや謎のパーティーへ拉致されることにな

る．さて，昼間に何をしていたのかであるが，最初は

練習として，共同研究の請負をしていた．RyR の専門

家と共同でトキソプラズマの RyR 活性の薬理学的生化

学的解析をしていた．これらの解析から RyR 本体の同

定はできていないものの受容体活性の存在，そしてセ

カンドメッセンジャーである cADPR の存在やさらに

cADPR 産生酵素および分解酵素活性の存在を生化学的

に証明することに成功した（Chini et al., 2005）．その際

に種々の RyR アゴニストやアンタゴニストを原虫に加

えてその反応を見ていたのであるが，その一連の試薬

の中に植物ホルモンであるアブシジン酸をコッソリ加

えていたのであった．「コッソリ」というのも，実は

アブシジン酸が植物において cADPR 依存的な遺伝子発

現調節を行っているという論文（Wu et al., 1997）を

偶々見つけて，「アゴニスト・アンタゴニスト注文し

たいお買い物リスト」の中の一品としてボスに提示し

ていたのであるが，あえなく却下されたものの中にア

ブシジン酸は含まれていた．リスト化するとかなりの

大きな金額となることもあり，今の私でも却下するで

あろうからボスの選択は間違いではなかった．しか

し，渡米 2 年目の私はちょうどその頃に額は小さいも

のの NIH のグラントが当たったところであり，気が大

きくなっていた．そこで私は偶々リストから削除し忘

れていたような体でコッソリと買ってしまったのであ

る。購入してトキソプラズマに振りかけてみると，あ

ら不思議！見事に cADPR の産生が誘導され，トキソプ

ラズマ細胞質へも Ca2+ の放出が誘導された．そしてこ

こを起点として，トキソプラズマが植物ホルモンであ

るアブシジン酸を産生しており，トキソプラズマはア

ブシジン酸を原虫の宿主細胞からの脱出のシグナルと

しているという結果をまとめて Nature 誌に報告できた

（Nagamune et al., 2008）． 

さてここで，私がここまでに明らかにしてきたトキソ

プラズマにおけるカルシウム経路（図 3 紫）を，他の

研究者がトキソプラズマにおいて証明した経路，マラ

図 3. トキソプラズマとマラリア原虫におけるカルシウムシグナリング．緑の矢印は inducer，赤は inhibitor. 紫色

の部分は著者がトキソプラズマを用いた解析で明らかにした部分．オレンジ色はマラリア原虫における知見．そ

れ以外はトキソプラズマにおける知見を示す．これらの生物の細胞内における Ca2+ プールは他種生物における知

見からおそらく小胞体（ER）であろうと考えられているが厳密には証明されていない．本図では“ER?”と示

し，ER とは区別して表記する．このようなカルシウムシグナリングが，滑走運動や宿主細胞侵入の調節機能を

担っている（図左）．cGMP: cyclic guanosine monophosphate，XA: xanthurenic acid，ABA: abscisic acid; アブシジン

酸，PIP2: phosphatidylinositol 4,5-bisphosphate，PLC: phospholipase C，DAG: diacylglycerol，IP3: inositol trisphos-

phate，“U”: U73122 (Moudy et al., 2001)，compound 1: trisubstituted pyrrole 4-[2-(4-fluorophenyl)-5-(1-methylpiperidine-

4-yl)-1H-pyrrol-3-yl] pyridine (Wiersma et al., 2004)，NAD: nicotinamide adenine dinucleotide，cADPR: cyclic ADP-

ribose，2-APB: 2-Aminoethoxydiphenylborane，ER: endoplasmic reticulum，SERCA: sarco(endo)plasmic reticulum Ca2+-
ATPase 
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リア原虫を用いた研究で明らかになった経路（図 3 オ

レンジ）を合わせて, アピコンプレクサ生物におけるカ

ルシウムシグナリング経路としてまとめてみることと

しよう（図 3）．アピコンプレクサ生物においてもカル

シウムシグナリング経路は外部からの刺激によって起

動する。その刺激物質として以前から知られていたの

が，マラリアにおける分化誘導物質である xanthurenic 

acid（Billker et al., 1998）と今回私が見出したトキソプ

ラズマの宿主細胞外脱出シグナルであるアブシジン酸

である．これらの受容体は未同定なのであるが，その

刺激はそれぞれグアニル酸シクラーゼと ADP シクラー

ゼへと伝達される．グアニル酸シクラーゼによって産

生された cGMP は，cGMP 依存性キナーゼ，あるいは

さらに Ca2+ 依存性キナーゼを介してマラリア原虫の性

分化を誘導する．また同時にこの経路は IP3 受容体を介

した Ca2+ 放出経路も同時に活性化しているようであ

る．IP3 経路は哺乳動物の神経細胞などで明らかにされ

てきた経路で，セカンドメッセンジャーである IP3 によ

る刺激で，（哺乳動物では）小胞体にプールされてい

る Ca2+ が， Ca2+ チャンネルである IP3 受容体により細

胞質内に放出される．この IP3 受容体は日本人である御

子柴克彦先生により発見された（Hamada and Mikoshiba, 

2020）．小胞体にはもう 1 種類 Ca2+ チャンネルの存在

が知られており，それがリアノジン受容体である．リ

アノジン受容体はアブシジン酸の受容体の下流にある 

ADP-リボシルシクラーゼによって産生された cADP-

ribose をセカンドメッセンジャーとして用いて Ca2+ の

細胞質への放出を行う．したがってアブシジン酸はこ

ちらの経路によって細胞質内 Ca2+ 濃度を上昇させる．

IP3 受容体の阻害剤として 2-Aminoethoxydiphenylborane

（2-APB）やxestospongin が，リアノジン受容体の活性

誘導剤としてリアノジンやカフェインが，阻害剤とし

て 8-bromo-cADP-ribose や dantrolene が知られている．

アピコンプレクサ生物におけるカルシウムプールは厳

密には明らかになっていないが，これらの受容体のア

ゴニストやアンタゴニストが機能することからこれら

の受容体の存在が強く示唆され，やはり Ca2+ プールは

小胞体なのだろうと考えられている．このようにして

濃度が上昇した細胞質内 Ca2+ が先ほどの Ca2+ 依存性キ

ナーゼやその他の Ca2+ 結合タンパク質に結合すること

で細胞運動や細胞分化などの機能を発揮すると考えら

れている．さてこうして細胞機能の変化に使われた 

Ca2+ は使用後には再びプールに戻らなければならな

い．この Ca2+ の回収に使われるのが SERCA である．

SERCA は細胞質内の Ca2+ をプール（哺乳動物では小胞

体）に輸送する Ca2+ ポンプである．Thapsigargin が阻害

剤としてよく知られているが，トキソプラズマにおい

ては抗マラリア薬であるアルテミシニンも SERCA の機

能を阻害する（Nagamune et al., 2007b）.  
 

帰国とまとめ  

とまあこのあたりで，私は日本に帰国し，筑波大学に

テニュアトラックのポジションを与えていただき，さ

らに国立感染症研究所に異動して今に至るというわけ

である．こうして改めて自分の研究人生を振り返って

みると，やはり「運」の要素は非常に大きかったとい

わざるを得ない．しかし同時に運をつかむまでにはそ

れ相応の努力もしていたように感じる．“The goddess 

of luck has only bangs”（幸運の女神には前髪しかない）

という言葉がある．木下タロウ先生の奥様である圭子

さんがよく言っていた言葉であるが，今振り返ってみ

ると，改めて実感として分かったような気がする．幸

運はいつ来るかわからないが，いつ来てもいい様に常

日頃から準備をしておく．そして来たチャンスに対し

ては素早く決断して決して逃してはならない．なぜな

らば幸運の女神には後ろ髪がないのだから，通り過ぎ

た後からではもう彼女をつかむことはできないのであ

る．と，ちょっと説教臭くなったところで，若い皆さ

んのご活躍を祈りつつ，そろそろ年寄りの説教はやめ

にしておくこととする．あれ？電気泳動もそろそろ終

わったんじゃないの？さあ，実験，実験！ 
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学会活性化委員会からのお知らせ     委員長・保科 亮（長浜バイオ大学)   

就任の挨拶 

このたび，学会活性化委員長を拝命いたしました，保

科亮と申します．どうぞよろしくお願いいたします． 
 

学会活性化委員会では，現在の，そして今後の原生生

物学（会）発展のため，以下の事業を進めております． 
 

①準会員制度の発足 

原生生物の認知度を上げるもっとも有力な手段は，小

中高等教育現場に原生生物を流布させることです．これ

までも，何人もの学会員が近隣の小中学校へ出張講義や

展示をおこない，原生生物の魅力を伝えてきました．こ

うした活動を全国レベルに発展させる手立てとして 

2018  年より発足したのが，準会員制度です． 

準会員の対象は，初等・中等教育課程が含まれる学校

等の教員の方です．年会費は 1,000 円で年大会での研究

発表を無料でおこなえるほか，下記の「分譲サービス」

とも関連しますが，材料生物の分与も受けることができ

るなど，大きなメリットもあり，2021 年 11 月時点で会

員数は 23 名となりました． 

準会員の増加は，将来の原生生物学発展のため，ま

た，年大会を盛り上げるための重要な要素となります．

しかし，原生生物学会の準会員制度に関しては，あまり

認知されておりません．そこで準会員制度を広報するた

め，フライヤーの印刷と配布に関してのワーキンググ

ループを立ち上げ，SSH 指定校や理数科を有する高等学

校，小中学校理科部会，高等学校生物部会等需要が見込

まれる学校や理科教員等を対象に，2022 年 4 月末の配

布を計画しております． 
 

②分譲サービス 

日本原生生物学会は，岩国市ミクロ生物館と連携し，

原生生物などのミクロ生物および，これらの採集・培

養・観察のための器具などの分譲サービスを行っていま

す．入金管理に関しては，テラベース株式会社との業務

委託契約を結んでおります．①とも関連しますが，準会

員は，年間 4 株のミクロ生物の無償分譲が受けられま

す． 
 

③「樋渡文庫」「柳生・重中繊毛虫図鑑」の整備 

イマチュリンの発見をはじめ，ゾウリムシを用いて生

殖や加齢に関わる研究成果を挙げてこられた故・樋渡

宏一先生（東北大学名誉教授・日本学士院会員）が遺

された研究論文等について，岩国市ミクロ生物館と協

力して同館にて管理・閲覧可能な体制を構築すべく，

現在準備を進めております． 

また，故・柳生亮三先生（広島大学名誉教授）が書

き溜めた数百種の繊毛虫の図譜・記録をまとめ，学会

の HP 内で公開すべく，現在構築を進めております．柳

生・重 中 繊 毛 虫 図 鑑: https://sites.google.com/site/
atlasofciliates/ 
 

④学会ロゴマークの決定 

 昨年度，みなさまの投票により，日本原生生物学

会，ならびに，日本原生生物学会若手の会のロゴマー

クを決定いたしました．今後このロゴマークの運用に

ついて検討していきます． 

以上，さまざまな事業展開を始めております．今後の

原生生物学会を盛り上げていくうえでも，斬新なアイ

デアなどありましたら，ぜひ活性化会員へご提案くだ

さい．今後ともみなさまのご理解と，ご支援，ご協力

を賜りますよう，よろしくお願いいたします．  
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学会等開催情報   

◆国際会議 

会議名：The 16th International Congress of Protistology-Joint Meeting of ICOP/ISOP/ISEP 

期日：2025 年 6 月 22 日 ― 27 日  

開催場所：韓国 ソウル（Sungkyunkwan University：成均館大学校）  

連絡先等：大会のHPはこちら（http://icop2025.org/register/2021/info/sub02.html） 

学会員による著作物   

「寄生虫のはなし ―この素晴らしき，虫だらけの世界―」 

 永宗喜三郎・脇 司・常盤俊大・島野智之（編） 

 朝倉書店 ISBN 978-4-254-17174-7 

 2020 年発行，全 168 ページ，価格 3,300 円（税別） 

 

「おもしろ ミクロ生物の世界 ミジンコ・アメーバ・ゾウリムシ なかまたちが大集合！」 

 末友靖隆・著 / 友永たろ・イラスト  

 偕成社 ISBN 978-4035271604  

 2019 年発行，全 80 ページ，価格 2,800 円（税別） 

 

http://icop2025.org/register/2021/info/sub02.html
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 原生生物コラム集 

 

Sarcocystis fayeri vs 馬刺し 

面田 彩馨（神戸大学） 

馬刺しは馬肉を薄く切って食べる生肉料理です． 2009 

年から 2011 年の間に病因物質が不明かつ一過性の嘔吐

や下痢の症状を呈する食中毒事例が 198 件あり，33 件

で馬刺しを摂食していました．4 件で馬刺しの摂食が食

中毒の発症について疫学的に有意と考えられ，原因は

サルコシスティス・フェアリー (Sarcocystis fayeri) と呼

ばれるアピコンプレクサ門の原虫が強く疑われていま

す 1 ) ．S. fayeri はウマを中間宿主，イヌを終宿主とす

ることから，2011 年より農林水産省はウマの飼養者に

対し，飼養施設へのイヌの侵入防止に努めるととも

に，給餌施設へのイヌのふん便の混入防止等の措置を

講じるよう通知しています．また，S. fayeri は -20℃ で 

48 時間以上冷凍で感染性が消失することから，現在，

国内で流通する多くの生食用馬肉は，生産地で冷凍し

てから出荷するなどの対策が講じられています 1，2 )．

ここ 5 年間の S. fayeri による食中毒の発生件数は 0–1 

件 3 ) に抑えられ，日本では馬刺しを安全に食すことの

できる環境にあります．馬肉の国内生産量は 2000 年に

は 7,214 トンでしたが，2020 年には 4,025 トンまで減少

しています 4 ) ．馬肉は 100 g あたりの脂質が 2.5 g ，タ

ンパク質が 20.1 g と低脂質，高タンパク質でヘルシー

なお肉です（比較として，輸入牛肉のヒレは 100 g あた

り脂質 4.8 g ，タンパク質 20.5 g です） 5 ) ．筆者は博多

に旅行へ行った際，甘めの醤油と生姜やネギといった

薬味を添えて馬刺しをいただきました．さっぱりとし

た癖のない味で，食べやすいお肉でした．たまには

鶏・豚・牛ではないお肉も食べてみませんか． 
  

出典（ホームページは 2022 年 1 月 4 日に利用） 

1）「生食用生鮮食品による病因物質不明有症事例につ

いての提言」（厚生労働省） (https://www.mhlw.go.jp/stf/

houdou/2r9852000001fz6e-att/2r9852000001fzl8.pdf）  

2）「食品安全に関するリスクプロファイルシート（寄

生虫）」（農林水産省） (https://www.maff.go.jp/j/syouan/
seisaku/risk_analysis/priority/attach/pdf/hazard_microbio-
17.pdf)  

3）「食 中 毒 統 計 資 料」（厚 生 労 働 省）(https://
www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/
shokuhin/syokuchu/04.html)  

4）「政府統計の総合窓口（e-Stat）」，調査項目を調べ

る－畜産物流通調査（農林水産省）「枝肉生産量累年

統計」 

5）「日本食品標準成分表2020年版（八訂）」 
 

ソライロコーデ 

越後谷 駿（北海道大学） 

好きなアニメキャラクターのグッズを揃え，応援す

るアイドルのテーマカラーで身の回りを装飾したくな

るように，原生生物を研究していると原生生物で自ら

を染めたくなるのも仕方がない．日々ソライロラッパ

ムシを眺める筆者も，当然その衝動に駆られている． 

ある日，「ソライロカラー」の服を探していると，

アパレル店員さんに声をかけられた． 

店員：「青，お好きなんですか？」 

越後谷：「いや，そういうわけではなくて…．もーう

少し濃い水色はありませんか？」 

店員：「それでは，こちらの青いセーターなら冬も着

られますし，お似合いですよ！」 

越後谷： 「うーん，もうちょっと薄い青を探してい

て…」 

 買う気がないのかと呆れられそうなので，ついにこ

う切り出してみた． 

越後谷：「今，飼っている生き物と同じ色に身をまと

いたくて…」 

店員：「えー素敵ですね！何ていう生き物なんです

か？」 

越後谷：「ソライロラッパムシ．こんなキレイな色を

しているんですよ～」 

店員：「わー，一匹一匹に名前付けているんですか

～？」 

一生に一度も耳にしないであろうアパレル店員に，

自慢気に写真を披露し，淡水中を優雅に遊泳している

こと，たった一細胞で生きていけることなどを伝え

た．その店員は，普段着か，学会用なのか，こっちの

色が似ているとか，親身になって選んでくれた．もち

ろん，私のソライロトークに耳を傾けてくれたのも，

接客という理由だと思う．とはいえ，一生に一度も原

生生物と関わらないであろう層に向けて，こういう方

法でもアプローチして

い け る の だ ろ う か

（笑）と，私は心の中

で盛り上がった．その

服の色に納得はしてい

ないものの，「これは

いい思い出だ」と購入

した． 

 会計を終え，その店

員は「研究，頑張って

くださいね」と背中を

押してくれた．こんな

客で申し訳ないと反省

しつつも，納得のいく

「ソライロコーデ」

をまた探しに行くの

であった． 

 
 
 

コルポーダと人間（私）の休眠形態 

島田 雄斗 （高知大学） 

皆様，ようやくいくらか寒さも緩み，動きやすい季

節になってまいりました（少し堅苦しい挨拶です

ね）．さて，いきなりですが，繊毛虫コルポーダとい

若手の会 通信 

  

ソライロコーデの執筆者（左）

とラッパムシ型の照明（右） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001fz6e-att/2r9852000001fzl8.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001fz6e-att/2r9852000001fzl8.pdf
https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/risk_analysis/priority/attach/pdf/hazard_microbio-17.pdf
https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/risk_analysis/priority/attach/pdf/hazard_microbio-17.pdf
https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/risk_analysis/priority/attach/pdf/hazard_microbio-17.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/04.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/04.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/04.html
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日本原生生物学会 (JSP) 若手の会メンバー募集中！ 

 

日本原生生物学会若手の会ホームページ： 
https://youngprotistologis.wixsite.com/youngprotistologists 

連絡先（越後谷）：
e235813sayruan1729s@eis.hokudai.ac.jp 

2021 年度 若手の会役員 

会長：  越後谷 駿（北海道大学） 

副会長： 島田 雄斗（高知大学） 

会計：  面田 彩馨（神戸大学）  

  

う生物をご存知でしょうか．コルポーダは，水環境下

では栄養細胞として分裂・増殖を繰り返し，水の干上

がりといった環境の悪化を感知すると殻に覆われた球

形の休眠シストになります．しかし，コルポーダの栄

養細胞をフラスコやシャーレに移し，3，4 日すると，

環境は悪化していないにも関わらずほぼ全てのコル

ポーダが休眠シストになってしまいます．休眠シスト

の状態だと長期の保存が可能で，卒業生が残していっ

た数年前の休眠シストであっても生きていました．

「一体どれだけ休んでいるんだよ！」と突っ込みたく

なります． 

ある時，私の家族にコ

ルポーダの説明をする

と，「人間もその休眠形

態になれたりするの？」

と言われました．私はか

なり突拍子もないことを

言っていると思いまし

た．しかし，ある朝目覚めると，寒すぎて布団にくる

まり，まるで休眠シストのように丸まっている自分が

いました．その時，「あっ，これこそが人間の休眠形

態かもしれない！」と思いました．私も，布団という

名の殻から早く出なければいけないな． 
 

 活動報告 

学生間の信頼関係を構築するために，2021 年7 月 30 

日から学生交流会を毎週行ってきました（下左）．

日々の雑談から実験，研究の話など，ゆるい雰囲気で

フラットな交流を行っています．現在は毎週木曜日の 

18 時から開催しています． 

「秋の勉強会」での一幕（下右）．スライドを用いた 

15 分程度の研究発表を行い，他分野・様々な原生生物

の研究を学び合いました．普段聞けないこともここで

聞こう，楽しく学ぼうをコンセプトに開催しておりま

す．2021 年 10 月 23 日に開催し，5 大学から 7 名参加

しました． 

https://youngprotistologis.wixsite.com/youngprotistologists
mailto:e235813sayruan1729s@eis.hokudai.ac.jp
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 会員の皆様におかれましては，平素より学会の運営

にご協力を頂きまして誠にありがとうございます．

2021 年 11月より園部誠司会長のもと，新たな事務局が

発足しました．副会長：堀学，庶務：福田康弘，庶務

補佐：杉浦真由美，会計：岩本政明，会計補佐：明松

隆彦，編集委員長：石田正樹で担当します．2024 年ま

での 3 年間，どうぞ宜しくお願いいたします．2022 年

は学会設立から 60 年という節目にあたりますが，新型

コロナウイルス感染症の世界的流行と重なってしまい

ました．このような時勢の中，会員の皆様におかれま

しては，研究活動の他にも多くの労力を割かれている

かと思います．事務局一同，皆様の研究活動がより充

実したものとなるよう，また学会をより一層発展させ

られるよう，運営に取り組んでまいる所存です．会員

の皆様による学会運営へのご理解とご協力を今後も引

き続いて賜りたく，あらためてお願いを申し上げま

す． 

編集委員会からのお知らせ 
「原生生物」担当 道羅 英夫（静岡大学)・矢吹 彬憲（海洋研究開発機構） 

  

事務局からのお知らせ 

庶務 福田 康弘（東北大学)・庶務補佐 杉浦 真由美（奈良女子大学）   
  

和文の学術論文などを掲載するとともに，学会の

会報としての役割を担う和文誌として2018 年に創刊

された「原生生物」も早いもので創刊から 4 年が経

過し，今号で 8 号目の発行となりました．50 年以上

の長い歴史をもつ前身誌の「原生動物学雑誌」と比

べると，まだまだ歴史は浅いですが，学会員の皆様

に原生生物に関する情報発信，討論の場としてご活

用いただきながら，ともに発展していくことのでき

る雑誌であってほしいと願っております． 

私は今号をもって退任いたしますが，今後は新体

制として，矢吹 彬憲 編集長（海洋研究開発機構），

柴田 あいか 先生（立命館大学），内之宮 光紀 先生

（電力中央研究所）の 3 名で「原生生物」を担当し

ていただくことになっています．若い力で「原生生

物」をますます発展させていってくれることと思い

ますので，学会員の皆様には，これからも和文の原

著論文や総説などの積極的な投稿をぜひお願いいた

します．今後とも「原生生物」をよろしくお願い申

し上げます． 

次号，7 月発刊予定の和文誌「原生生物」第 5 巻第 1 

号に掲載する原稿の締め切りは，6 月初旬頃を予定して

おります．それに向けて，ぜひ原稿をご準備いただけ

れば幸いです． 

 

和文誌「原生生物」投稿規定はこちら 

http://protistology.jp/a_files/genseiseibutsu_submission_guidelines_2018_2.pdf


郵便振替口座 

郵便振替口座番号：01300-6-103583 

加入者名：日本原生生物学会 

銀行振り込み口座 

 ゆうちょ銀行（金融機関コード：9900） 

 店番：139  カナ店名：イチサンキュウテン（139店） 

 当座貯金 口座番号：0103583 

 受取人カナ氏名：ニホンケ゛ンセイセイフ゛ツカ゛ツカイ 

会費等振り込み先 

原生生物 (GENSEI-SEIBUTSU) 第 4 巻 第 2 号 

2022 年 2 月 26 日 発行 

 

編集兼発行者 ：日本原生生物学会 

発 行 所 ：日本原生生物学会 

事 務 局 ：庶務担当 福田 康弘，杉浦 真由美 

  E-mail: gajsp@protistology.jp 

編 集 局 ：〒 237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2-15  

  海洋研究開発機構 生態研究棟内 

  「原生生物」編集長：矢吹 彬憲 

  Tel/Fax: 046-867-9498/046-867-9525  

  E-mail: yabukia@jamstec.go.jp 

mailto:gajsp@protistology.jp

